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Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　　

髙 

林 

直 

美

　

日
頃
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

今
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
学
校
行
事
と

同
様
、
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
行
事
も
あ

り
、
参
加
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
保
護
者

の
方
々
に
は
大
変
申
し
訳
な
く
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
関
係
者
の
皆
様
に
は
多
大

な
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
感
染
症
対
策
を

万
全
に
行
っ
た
状
況
下
で
長
農
祭
、
後
期

研
修
会
・
役
員
研
修
会
を
開
催
で
き
た
こ

と
に
多
大
な
る
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
卒
業
を
迎
え
る
三
年
生
に
お

い
て
は
、
不
遇
の
一
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

本
来
で
あ
れ
ば
、
最
終
学
年
と
し
て
一
丸

と
な
り
学
校
行
事
を
盛
り
上
げ
る
と
こ
ろ
、

例
年
に
な
い
状
況
下
の
中
で
多
く
の
我
慢

を
強
い
て
、
限
ら
れ
た
状
況
の
中
で
対
応
し

乗
り
越
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
進
学
・
就

職
と
進
路
は
様
々
で
す
が
、
こ
の
三
年
間
の

高
校
生
活
で
得
た
も
の
は
、
必
ず
今
後
の

社
会
生
活
に
活
か
さ
れ
る
事
と
思
い
ま
す
。

　

保
護
者
の
方
か
ら
よ
く
「
若
い
頃
に
戻

れ
る
な
ら
長
岡
農
業
高
校
に
入
学
し
た
い
」

と
い
う
声
を
お
聞
き
し
、
私
も
同
感
致
し

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
子
ど
も
た
ち
が

学
ぶ
意
欲
を
持
ち
、
日
々
学
ぶ
姿
が
眩
し

く
も
羨
ま
し
い
と
感
じ
る
か
ら
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
「
土
に
触
れ
て
農
業
を
学
び
た
い
」
と
こ

の
学
校
を
志
望
し
、
家
庭
で
も
学
習
内
容

や
実
習
の
様
子
な
ど
を
日
々
楽
し
く
報
告

し
て
く
れ
た
息
子
も
こ
の
度
卒
業
を
迎
え

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
学
校
生
活
の
様

子
が
伺
え
な
く
な
る
の
は
寂
し
い
で
す
が
、

こ
れ
を
機
に
私
自
身
の
学
ぶ
意
欲
も
何
か

の
形
に
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

三
年
間
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
を
通
じ
多
く
の

保
護
者
の
方
々
と
交
流
し
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
、
こ
の
出

会
い
が
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
と
な
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
今
の
難
局
が
過
ぎ
穏
や
か
な

生
活
が
戻
っ
て
き
た
時
に
は
、
今
以
上
に
活

気
あ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
行
え
る
よ
う
祈
念

す
る
と
と
も
に
、
長
岡
農
業
高
校
の
更
な

る
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

一
年
間
の
御
礼

校
長　

早 

川 

勝 

志

　

コ
ロ
ナ
禍
で
二
回
の
休
業
と
多
く
の
予
定
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
今
年
度
、

例
年
同
様
の
諸
活
動
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
心
残
り
で
す
が
、
卒
業
生
に
は
コ
ロ

ナ
後
の
社
会
を
逞
し
く
切
り
開
い
て
い
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
し
、
保
護

者
の
皆
様
に
は
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
進
み

状
況
は
改
善
し
て
く
る
で
し
ょ
う
が
、
引
き
続
き
衛
生
管
理
と
生
徒
の
指
導
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
状
況
下
で
も
、
農
業
ク
ラ
ブ
そ
の
他
の
大
会
で
本
校
生
が
入
賞
以
上
と
な
り
、

ま
た
地
元
の
他
に
栃
尾
や
魚
沼
、
糸
魚
川
の
企
業
様
等
と
連
携
し
て
ワ
イ
ン
や
日
本

酒
醸
造
、食
品
製
造
を
行
い
、長
農
生
の
頑
張
り
を
世
間
に
示
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

一
方
、
農
業
高
校
は
設
備
投
資
に
多
額
の
費
用
を
要
し
、
老
朽
化
し
た
設
備
更

新
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
新
築
工
事
中
の
小
体
育
館
が
ま
も
な
く
竣

工
、
農
業
管
理
等
も
二
年
後
以
降
を
目
途
に
大
改
修
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

農
場
畜
舎
改
修
も
光
が
見
え
て
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
県
財
政
厳
し
い
折
で
す

が
、
今
年
は
食
品
化
学
の
分
析
機
械
や
調
理
機
器
、
生
活
環
境
の
測
量
機
器
、
作

物
の
ド
ロ
ー
ン
や
最
新
田
植
機
等
を
、
Ｊ
Ａ
様
や
他
校
様
の
御
厚
意
も
あ
っ
て
整

備
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
先
日
ク
ラ
ス
数
分
の
電
子
黒
板
と
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
一
七
〇
台
余

が
配
備
さ
れW

i-Fi

工
事
も
完
了
し
ま
し
た
。
教
育
ク
ラ
ウ
ド
の
整
備
等
も
新
年

度
中
に
進
む
予
定
で
す
。

　

最
後
に
、
先
日
生
徒
及
び
保
護
者
対
象
「
学
校
自
己
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
保
護
者
の
皆
様
か
ら
は
概
ね
肯
定
的
評
価
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
頂
い
た
御
意
見
の
ご
く
一
部
で
す
が
、
回
答
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

①�

『
コ
ロ
ナ
流
行
の
中
、修
学
旅
行
実
施
は
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。
卒
業
後
で
も
旅
行

は
行
け
ま
す
。』

　

→�

沖
縄
旅
行
は
中
止
し
、
年
度
末
に
北
陸
方
面
一
泊
二
日
へ
変
更
し
ま
し
た
。

文
科
省
も
対
策
徹
底
の
上
で
実
施
と
通
知
し
て
お
り
、
二
学
年
の
大
多
数
の

保
護
者
同
意
の
下
、
安
全
に
配
慮
し
て
実
施
し
ま
す
。
御
了
解
願
い
ま
す
。

②�

『
大
雪
時
の
対
応
が
改
善
さ
れ
な
い
。
バ
ス
通
学
生
も
帰
途
バ
ス
停
か
ら
自
宅
ま

で
が
交
通
困
難
で
す
。
Ｊ
Ｒ
同
様
公
欠
を
認
め
て
く
だ
さ
い
』

　

→�

個
々
の
状
況
で
通
学
困
難
の
程
度
は
異
な
る
と
思
い
ま
す
が
、周
辺
各
校
も「
バ

ス
通
学
生
は
可
能
な
限
り
登
校
」
と
し
て
い
ま
す
。
何
卒
御
了
解
願
い
ま
す
。

バ
ス
通
学
生
が
公
欠
と
な
る
目
安
は
、
当
校
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

③�

『
コ
ロ
ナ
対
策
で
換
気
の
た
め
教
室
が
寒
く
授
業
に
集
中
で
き
な
い
。担
任
に
よ
っ

て
設
定
温
度
の
指
示
が
違
う
の
は
、
お
か
し
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。』

　

→�

換
気
の
た
め
、
自
席
の
場
所
次
第
で
、
か
な
り
寒
い
場
合
が
あ
る
と
承
知
し
て

い
ま
す
。
生
徒
に
は
、
防
寒
に
留
意
し
厚
手
の
下
着
等
着
用
を
指
示
し
て
い
ま

す
。
設
定
温
度
は
一
八
℃
～
二
〇
℃
と
し
て
、
移
動
教
室
に
い
く
場
合
は
三
℃

下
げ
て
お
く
、
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
教
室
に
よ
り
指
示
温
度
が
異
な
る
こ

と
は
あ
り
え
ま
す
。
気
温
も
日
ご
と
に
違
い
ま
す
の
で
、
教
室
が
寒
い
場
合
、

コ
ー
ト
等
を
授
業
中
着
用
し
た
い
場
合
に
は
授
業
担
当
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

④�

『
部
活
動
で
秋
季
大
会
出
場
と
言
わ
れ
た
が
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
考
え
る
と
参
加
は

ど
う
か
と
。
ま
た
寒
波
時
に
は
徒
歩
通
学
生
も
部
活
動
休
止
に
し
て
く
だ
さ
い
。』

　

→�

部
活
動
は
随
時
更
新
の
保
健
体
育
課
通
知
に
準
拠
し
て
活
動
し
ま
す
。
感
染

予
防
は
大
前
提
で
す
が
、
大
切
な
教
育
活
動
で
す
の
で
、
通
知
の
基
準
に
そ
っ

て
活
動
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
大
雪
の
際
は
、
近
隣
生
徒
の

み
活
動
を
認
め
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
無
論
強
制
は
し
て
い
ま
せ
ん
の
で

御
了
解
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
他
に
も
、
多
く
の
御
意
見
御
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
保
護
者
懇
談
等

の
機
会
に
是
非
ど
う
ぞ
御
相
談
く
だ
さ
い
。
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◦編集後記
　今年度「新しい生活様式」での様子をお伝えしてきた大河
信濃ですが、全ての事が不完全に感じた様に映りましたが、
各号を発行させて頂くにあたり、とても好評で見応えのある
ものに仕上がっているとお言葉を頂き有難うございました。
発行にご協力頂きました皆様、本当に有難うございました。
� （PTA広報委員長　中村真紀子）

◦広報委員〈敬称略〉

　中村真紀子／佐藤　朋美／加藤真智子�
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　稲葉　公美／小澤　杏奈／西澤　妙子
　内山真由美／高橋しげり／髙林　直美

◦写真提供者
　写真かたぎり 様
　写真部
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長岡農業高校HP

サ
ッ
カ
ー
部

●
秋
季
地
区
大
会�

（
11
／
10
）

　

１
回
戦　

対　

小
千
谷
西
高
校（
２
×
３
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

〈
男
子
〉

●
第
73
回
全
国
高
等
学
校
選
手
権
大
会　

　
　
　
　
　

ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
県
予
選

�

（
10
／
17
）

　

１
回
戦

　
　

長
岡
農
業　

62

－

93　

長
岡
工
業

　

１
回
戦
敗
退

●
第
49
回
Ｂ
Ｓ
Ｎ
杯
新
潟
県
高
等
学
校　

　
　
　
　
　
　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

�

（
12
／
19
）

　

１
回
戦

　
　

長
岡
農
業　

59

－

78　

開
志
学
園

　

１
回
戦
敗
退

〈
女
子
〉

●
第
49
回
Ｂ
Ｓ
Ｎ
杯
新
潟
県
高
等
学
校　

　
　
　
　
　
　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

�

（
12
／
19
）新
潟
市

　

１
回
戦

　
　

長
岡
農
業　

24

－

105　

新
潟
中
央

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

〈
男
子
〉

●
秋
季
中
越
地
区
大
会
予
選
会�（
８
／
29
～
30
）

　
　
　

長
岡
市
市
民
体
育
館
、長
岡
市
南
部
体
育
館

　

ダ
ブ
ル
ス

�

２
回
戦
敗
退　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

北
村　

心
摩
・
滝
澤
松
一
朗

�

小
黒　

康
平
・
五
十
嵐
怜
央

�

１
回
戦
敗
退　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

高
田　

音
生
・
山
口　

勝
輝

　

シ
ン
グ
ル
ス�

ベ
ス
ト
16　

北
村　

心
摩

�

２
回
戦
敗
退　

滝
澤
松
一
朗

�

高
田　

音
生

〈
女
子
〉

●
秋
季
地
区
大
会
予
選
会�

（
8
／
29
～
30
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
岡
市
南
部
体
育
館

　

ダ
ブ
ル
ス

�

ベ
ス
ト
８　

平
沢　

彩
葉
・
梶
山　

栞
里

�

ベ
ス
ト
16　

石
橋　

舞
風
・
今
井　

菜
月

　

シ
ン
グ
ル
ス�

ベ
ス
ト
16　

平
沢　

彩
葉

�

ベ
ス
ト
16　

梶
山　

栞
里

�

１
回
戦
敗
退　

石
橋　

舞
風

●
高
等
学
校
初
心
者
大
会�

（
2
／
6
）　　
　

　
　
　
　
　

新
潟
市
東
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

シ
ン
グ
ル
ス

�

３
回
戦
進
出　

井
関　

佳
穏

�

穴
沢　

菜
穂

�

２
回
戦
進
出　

松
岡　

美
優

山　

岳　

部

●
新
入
生
歓
迎
登
山

　

8
月
1
日
㈯　

三
国
山

●
8
月
・
10
月
山
行

　

8
月
17
日
㈪　

鋸
山

　

10
月
17
日
㈯　

平
標
山

卓　

球　

部

●
秋
季
中
越
地
区
大
会
（
11
／
３
・
４
）

〈
男
子
〉

　

シ
ン
グ
ル
ス�

ベ
ス
ト
16　

神
保　

永
音

〈
女
子
〉

　

シ
ン
グ
ル
ス�

第
３
位　

神
田　

瑠
奈

�

ベ
ス
ト
８　

石
丸　

果
林

空
手
道
部

●
第
40
回
全
国
高
等
学
校
空
手
道
選
抜
大
会

　
　
　
　
　

新
潟
県
予
選
会�（
10
月
24
・
25
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　

新
潟
市
鳥
屋
野
総
合
体
育
館

　

男
子
個
人
形

�

第
１
Ｒ
敗
退　

稲
田　

康
世

�

星
野　

琉
宇

�

本
間　
　

元

　

女
子
個
人
形

�

第
２
Ｒ
敗
退　

千
野　

未
遥

　

女
子
団
体
形

�

第
１
Ｒ
敗
退　

千
野　

未
遥
・

�

上
田
ひ
ま
り
・

�

須
佐　

ね
ね　

写　

真　

部

●
第
27
回
全
国
高
等
学
校
写
真
選
手
権
大
会

　
　
　
　
　
　
「
写
真
甲
子
園
２
０
２
０
」

　

北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
審
査

�

　

準
決
勝
進
出　

長
岡
農
業
高
等
学
校

●
第
34
回
新
潟
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

　
　
　
　
　

写
真
専
門
部
展�

（
10
／
23
～
27
）

　
〔
個
人
部
門
〕

�

優
秀
賞　

１
年　

島
宗　

唯
菜

　
　
　
　

→�

次
年
度
第
45
回
全
国
高
等
学
校

総
合
文
化
祭
（
和
歌
山
大
会
）

出
場
決
定

�

奨
励
賞　

３
年　

志
賀　

美
月

�

　
　

〃　
　

１
年　

伊
部　

瑠
華

�

入　

選　

３
年　

長
井
穂
乃
香

�

　
　

〃　
　

３
年　

村
田
み
こ
と

�

　
　

〃　
　

３
年　

諏
佐
利
絵
沙

�

　
　

〃　
　

２
年　

佐
藤　

千
花

�

　
　

〃　
　

２
年　

品
田　

美
空

�

　
　

〃　
　

１
年　

小
畑　

彩
乃

�

　
　

〃　
　

１
年　

金
井　

日
菜

�

　
　

〃　
　

１
年　

長
濵　

亜
実

�

　
　

〃　
　

１
年　

椛
澤
亜
梨
紗

�

　
　

〃　
　

１
年　

佐
藤　

美
空

　
〔
共
同
製
作
部
門
〕

�

優
秀
賞　

長
岡
農
業
高
校
Ａ

�

入　

選　

長
岡
農
業
高
校
Ｂ

　
〔
学
校
賞
〕

�

第
５
位　

長
岡
農
業
高
等
学
校

●
第
42
回
よ
み
う
り
写
真
大
賞

　

中
高
生
フ
ォ
ト
部
門
※
全
国
コ
ン
テ
ス
ト

�

佳
作　

３
年　

長
井
穂
乃
香

●
第
52
回
新
潟
県
写
真
サ
ロ
ン

　

自
由
作
高
校
生
以
下
の
部

�

入
選　

３
年　

諏
佐
利
絵
沙

�

〃 　

１
年　

島
宗　

唯
菜

●
第
40
回
小
千
谷
市
展　

写
真
の
部

�

奨
励
賞　

２
年
１
組　

佐
藤　

千
花

書
道
部
お
よ
び
書
道
選
択
生

●
令
和
２
年
度
新
潟
県
高
等
学
校　
　
　

　
　
　
　
　

総
合
文
化
祭
第
34
回
書
道
展

�

出
展　

棚
村　

心
美

�

小
林
穂
乃
花

●
２
０
２
０
年
度
長
岡
地
区
高
等
学
校　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
術
・
書
道
展

�

出
展　

安
達　

那
奈

�

棚
村　

心
美

�

小
林
穂
乃
花

�

高
田　

裕
美

�

星
野　

吏
香

●
令
和
２
年
度
第
70
回
新
潟
県
競
書
大
会

�

新
潟
県
教
育
員
会
教
育
長
賞　
　
　

�

千
野　

葵
心

�

新
潟
県
書
道
教
育
研
究
会
賞　
　
　

�

髙
野　

幸
咲

�

特
選　

高
田　

裕
美

�

星
野　

吏
香

�

準
特
選　

長
谷
川　

鈴

�

安
達　

那
奈

�

小
林
穂
乃
花

�

棚
村　

心
美

�

金
賞　

山
田　

祐
香

●
令
和
２
年
度
第
19
回
岐
阜
女
子
大
学
主
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
国
書
道
展

�

大
学
長
賞　

高
田　

裕
美

�

優
秀
賞　

髙
野　

幸
咲

�

安
達　

那
奈

�

棚
村　

心
美

�

秀
作
賞　

千
野　

葵
心

�

長
谷
川　

鈴

�

星
野　

吏
香

�

努
力
賞　
　
　
　

２
名

●
令
和
２
年
度
第
22
回
諸
橋
轍
次
記
念
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

書
初
め
大
会

�

諸
橋
轍
次
賞　

小
林
穂
乃
花

�

三
条
市
長
賞　

星
野　

吏
香

�

特
選　

高
田　

裕
美

�

準
特
選　

棚
村　

心
美

�

銅
賞　

安
達　

那
奈

美　

術　

部

●
令
和
２
年
度
長
岡
地
区
生
徒
指
導　
　

　
　
　
　
　
　
　

連
絡
協
議
会
ポ
ス
タ
ー

�

「
飲
酒
」「
薬
物
」
の
部
２
点　

出
品

●
第
34
回
新
潟
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

　

美
術
・
工
芸
・
書
道
展�

（
11
／
27
）

�

油
彩
画
１
点　

出
品

●
令
和
２
年
度
長
岡
地
区
高
等
学
校　
　

　
　
　
　
　

美
術
・
書
道
展�

（
12
／
19
～
20
）

�

油
彩
画
２
点
、
水
彩
画
４
点
、

�

デ
ザ
イ
ン
14
点　

出
品

新　

聞　

部

●
第
34
回
新
潟
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

　

新
聞
部
門　

優
秀
賞

部
活
動
・
各
種
大
会
結
果
報
告

１年２組Ｐ　野上　洋子
　初めて和菓子作りに挑戦しました。
こんなに繊細な作業なのかとびっくり
しました。和菓子を作りながら、四季
の植物や動物を感じさせて頂きました。
　今度、和菓子を買いに行くのが楽し
みになります。ありがとうございました。

３年４組Ｐ　小川　郁子
　本格的なケーキ作りは初めてでしたが、
分かりやすく段取りや指導をして頂き、上手く作ることができました。今回、
親子での参加となり子どものデモンストレーションでの華麗な手つきに
は思わず目を奪われました。普段見ることのできない実習室での体験は、
私達保護者にとってとても貴重なものだったことは言うまでもありません。
ありがとうございました。

２年３組Ｐ　相澤久美子
　初めてのそば打ち体験で「うまくできるだ
ろうか…」と緊張と不安もありましたが、研
修が始まるとそんな心配はとんでいきました。
　顔なじみの保護者の方もたくさんおられ、
楽しく笑いながらそば粉をこねたり、講師の
島田先生が丁寧に教えてくださったおかげで
無事におそばが完成しました。「見た目は太く
てうどんみたいになってしまったけど」と出

した所「味はおいし
いよ」と息子。完食
でした。

２学年主任　緒形　忠大
　今年度は、新型コロナウイルス
感染症の影響を受け、修学旅行の
実施が困難になる等、数々の貴重
な経験をする機会を奪われました。
そこで、感染症対策を徹底し、修
学旅行を実施したいと計画し、多
くの保護者、生徒の同意を得、3
月末北陸方面にて実施します。少
しでも多くの経験と思い出作り、
これからの進路実現に向けての活
力になればと思います。

３学年の成長
３学年主任　渡部　一博

　卒業を迎える年のスタートはコロ
ナ休業となりました。最後の学校行
事、進路活動、課題研究、部活動や
大会が出来なくなりました。そんな
状況でも諦めずに取り組んでいまし
た。規模縮小でもできた体育祭や文
化祭。今できることをやり切った進
路や課題研究。３学年の誇りと成長
をしっかりと見せてもらえました。

３年３組Ｐ　齊藤　正一
　これまでPTAの行事に参加したことが
ありませんでした。子ども達の様子を想
像しながら楽しい時間を過ごすことがで
きました。
　学ぶことは決して詰め込むことではな
いと思います。間もなく卒業しますが、（で
きればですが）長農での時間が子どもの
これからの人生のよき１ページとなるこ
とと思います。ありがとうございました。



( )

☆ボトルフラワーアレンジ
《作り方》

買ってきたボトルフラワーの中身を取り出し、①．
私たちが造花などでアレンジし直す。

メインの花の代わりに私たち②．
が種で作った花で飾る。

③．完成

さらなる肉質向上を目指して
～長農ガール８人の挑戦～
さらなる肉質向上を目指して
～長農ガール８人の挑戦～

作物生産コース 青果生産コース

栄養化学コース 園芸科学コース

食品加工コース 動物科学コース

生活デザインコース 地域デザインコース

企業
コラボ

各
コ
ー
ス
の
取
り
組
み

課
題
研
究

長農祭
10月31日10月31日

洪志会役員より洪志会役員より

学年だより１年１年

実習風景実習風景

１組１組 ２組２組

３組３組 ４組４組

激動の一年間
生徒会長　佐野月美夜

　私が、生徒会長を務めさせていただいたこ
の一年間はたくさんの出来事がありました。
新型コロナウイルスにより、行事全てに影響
があり、小規模化や中止など、生徒の皆さん
と充実した生徒会活動が出来なかったことに、
会長として無念を感じます。しかし、このよ
うな状況下で模索し、工夫を重ね、行事に取
り組んできました。今後も予期せぬことが起
こるかもしれません。この経験を生かし、乗
り越えていきたいと思う一年でした。▪

進
路
指
導
部
よ
り

　
今
年
の
三
年
生
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
を
受
け
、

進
路
活
動
も
例
年
と
は
異
な
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
進
路
意
識
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
が
懸
命
に
取
り
組
ん
で
、
自
ら
の
進
路
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の

特
殊
な
状
況
下
で
の
経
験
を
乗
り
越
え
た
三
年
生
は
、
進
路
先
に
お

い
て
も
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
と
信
じ
て
い

ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
度
の
進
路
決
定
状
況
は
表
の

と
お
り
で
す
。
進
学
・
就
職
の
割
合
は
、
例

年
と
比
べ
て
進
学
者
数
が
若
干
増
え
ま
し

た
。
進
学
に
お
い
て
は
、
例
年
以
上
に
「
農

業
」
を
活
か
し
た
進
学
者
が
増
加
し
（
農
業

大
学
校
は
昨
年
度
の
二・
七
五
倍
）、
看
護
・

医
療
系
へ
の
進
学
者
数
も
増
え
た
（
昨
年
度

の
六
倍
）
こ
と
が
特
徴
で
す
。
就
職
に
つ
い

て
は
、
昨
年
度
に
比
べ
て
求
人
を
控
え
た
り

取
り
下
げ
た
り
す
る
企
業
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
が
、
そ
れ
で
も
民
間
就
職
一
次
応
募
の

内
定
率
が
八
〇
％
を
超
え
、
一
月
中
旬
で
ほ

と
ん
ど
の
生
徒
が
内
定
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
公
務
員
は
自
衛
隊
に
二
名
内
定
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
進

路
決
定
に
お
き
ま
し
て
も
、
生
徒
を
公
私
に

わ
た
っ
て
支
え
て
い
た
だ
い
た
皆
様
方
の
お

陰
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
次
は
い
よ
い
よ
二
年
生
、
そ
し
て
一
年
生

の
番
で
す
。
日
々
の
授
業
や
学
校
生
活
を
大

切
に
し
て
、
自
己
の
進
路
と
真
剣
に
向
き

合
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

３年生進路決定状況（150名）� 令和３年１月29日現在

進　　　学 就職
その他・
未定者四年生

大学※
短期
大学

専門
学校

専門学校
（看護）

専門学校
（医療）

農業大
学校

各種
学校等 民間 公務員

15 2 63 10 2 11 1 41 2 3

※国公立大学２名含む

　「ものつくりのための科学」を合い言葉に、おからなどの未
利用資源の有効利用、乳酸菌の利用、タンパク質の効率的摂
取方法、醤油麹の新しい利用方法、天然酵母の利用などの研
究に取り組みました。タンパク質の効率的摂取方法の研究（研
究題目：元気100倍！プロテインバー ～効率よいタンパク質
摂取法の研究～）では、本年度の新潟県学校農業クラブプロジェ
クト発表会（分野Ⅱ）において最優秀賞を受賞しました。

食品科学科
発酵・醸造を取り入れた
　　　　　教育活動について

　長岡市内には、酒蔵が 16 社、味噌醸造メーカー
が 11 社、醤油醸造メーカーが６社、ワイン用ブド
ウ生産会社が 1 社など、発酵醸造関係企業が多いで
す。本校では、このような地域特性を生かし発酵・
醸造を学習活動に取り入れた授業を展開しています。
食品科学科では、食品関連科目の横断的学習を目的
に、吉乃川、とちお農園から協力を受け日本酒・ワ
インの試験製造に取り組んでいます。また、発展的
な学習として、地元摂田屋地区の醤油醸造・味噌醸
造メーカーや各企業が協賛しているスノーフード長
岡、越のむらさき、味噌星六からご協力いただき新
商品の研究開発を行いました。発酵・醸造を教育に
取り入れることで、生徒は専門的な知識・技術を向
上させるだけでなく、地域の食文化への関心が高
まったように感じられました。

作物生産コース
民間企業連携について

　課題研究や生産物加工で企業から協力を
頂いています。江口だんごは色々な品種の
米をだんごに加工。醤油協業組合、山崎醸
造は米醤油開発。エコライス新潟、加賀の
井酒造は日本酒製造と販売。ミライ発酵本
舗からマガモ米の販売。その他、山梨製餡
所、越後製菓、松田卯之七商店、丸栄製粉、
大幸からも連携してもらいました。「越の旨実」販売実習「越の旨実」販売実習

（アオーレ）（アオーレ）

肴豆味噌試食会肴豆味噌試食会
（摂田屋 米蔵）（摂田屋 米蔵）

ワイン用ブドウ収穫ワイン用ブドウ収穫
（栃尾 とちお農園）（栃尾 とちお農園）

米醤油仕込み米醤油仕込み

酒米 加賀の井酒米 加賀の井

甘酒だんご製作甘酒だんご製作

甘酒だんご甘酒だんご

　食品科学科課題研究の食品製造
専攻では、様々な製品開発に取り
組んでいます。今年度は、コロナ
禍で校外での販売する機会がなく
残念でした。しかし規模縮小の上
で開催された長農祭では、研究・
試作を重ねてきた菓子を製造し、
全ての製品が完売しました。   

　草花専攻では栽培した花を利用し、着色した花や香りを生
かしたアクセサリー製作や、堆肥の内容を変えることによる
生育比較、花の人工的な匂い付けなどの研究を行ってきまし
た。いずれも花の時期を逃さず研究することが大切であると
考えさせられました。
　バイテク専攻では、４つ葉のクローバー作出、キノコやサ
クラの培養、インビトロブーケの作成などの研究に取り組み
ました。コロナ禍での休校等もありましたが、学年末考査後
もまとめの作業に熱心に取り組んでいました。失敗や成果含
め、後輩の参考になってほしいです。

　本年度は、「中庭の設計」「中
庭の景観」「廃材の利用」「竹材
の利用」「木材加工」「歩道の研究」

「防災公園計画」「芝生育成」「グ
リーンカーテン」「庭園様式」の
10 グループに分かれて取組みま
した。校外に出て歩道について
の現地調査や中庭を一から測量
して設計製図を行うなどは今ま
でにない取組でした。

　専攻別に、果樹や野菜の栽培
方法の改善、収穫後の処理や販
売方法の工夫、新しい作目への
挑戦など、多彩な研究を行って
きました。
今年度は、春の休校によって予
定通りに研究を始められなかっ
たので、栽培や実験の計画を変
えたり、少ない時間をやりくり
したりして工夫しました。

　動物科学コースは「肉用牛」「豚」「ニワトリ」の 3 班に分
かれて課題研究に取り組んでいます。今年度、肉用牛班は「子
牛の継続的な運動と授乳期間の延長による成育の変化」、豚
班は「ハーブ、サツマイモツルの給餌による美味しい豚肉の
生産」、ニワトリ班は「ハーブ給餌による鶏肉の食味向上」
等に取り組みました。

　今年度生活デザインコースは、
11 のテーマで課題研究に取り組
みました。主なものとして、野菜
を活用するテーマとして、「野菜
を使ったスイーツ作り」「ナスジャ
ムとトマトジャムの製造」「カボ
チャの種の利用」、草花の活用と
して、「草木染め」、「ＵＶライト
を利用した花の加工・保存」「ド
ライフラワーの活用」などです。
　３月からの臨時休校によって、
播種からスタートする予定だった
グループは計画通りにスタートで
きなかったものの、研究の成果で
ある作品は長農祭で販売し、ほぼ
完売することができました。植物
を活用し、生活に取り入れる成果
を得ることができました。

　今年度の研究は、７年目「マ
ガモ栽培集大成」からマガモ米
のブランディングへ。３年目の

「米醤油のための米栽培」は米醤
油とその加工品づくりに。「米麹
に適した米栽培」から甘酒加工
と甘酒だんご制作。初挑戦の「酒
粕で栽培する五百万石」から日
本酒を。コロナ禍でも生徒達は
やり切りました。

新生徒会長として
新生徒会長　樋口　広大

　来年度の生徒会長になりました２
年１組樋口広大です。今年度は新型
コロナウイルスにより、私たちの生
活は大きく変化しました。そこで、
来年度は全校生徒の意見を聴き、生
徒会活動に反映し楽しい高校生活に
していきたいです。至らない点が多
くあるかと思いますが１年間宜しく
お願いします。

長農祭を振り返って
長農祭実行委員長　渡邊　翔太

　今年はコロナウイルス対策のため、長農祭が
小規模開催されました。有志の人達や音楽部の
発表、クラス企画がなくなり、とてもさみしく
感じました。来年こそ、このコロナ禍が終息し、
いつも通りのにぎやかな長農祭ができることを
願っています。

コース選択
１学年主任　渡邊　　進

　コース選択が10月21日に決定し、28日から各コースに分
かれての授業が行われています。コロナの影響で予定より約２
週間遅くなりました。コース決定前（体験学習）では全８コー
スを４回ずつ学び、農業を幅広く学ぶ機会としました。一方コー
ス決定後の授業では、クラスとは異なる新たな人間関係への「協
調」、より深い専門的な学びへの「鍛錬」、そして状況に応じた

「自律」の３つの学年目標での成長を期待したいと思います。

令和３年度生徒会役員

米醤油ドレッシング米醤油ドレッシング


